
多多
彩彩
なな
意意
見見

活活
発発
なな
トト
ーー
クク
にに

高高
齢齢
者者
のの
経経
験験
をを
生生

かか
しし
たた
まま
ちち
づづ
くく
りり

と
く
し
ま
語
り
場
で
働
く
皆
さ
ん

高高
齢齢
者者
がが
安安
全全
にに

暮暮
らら
せせ
るる
たた
めめ
にに

市市
民民
にに
でで
きき
るる
ここ
とと

行行
政政
にに
求求
めめ
るる
ここ
とと

皆皆
ささ
んん
のの
意意
見見
をを
市市
政政
なな
どど
にに
反反
映映

No.７２２

３団体と語る「地域と高齢者」

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎

え
よ
う
と
す
る
中
、
高
齢
者
福

祉
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
豊
か

な
経
験
と
能
力
を
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１０
月
１４
日
、
市
役
所
で
開
か

れ
た
、
わ
が
ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
テ
ー
マ
は
、
「
地
域
と
高

齢
者
」
で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

地
域
の
交
流
の
場
の
提
供
を
目

指
す
「
大
き
な
エ
プ
ロ
ン
」、消

防
団
と
し
て
培
っ
た
経
験
を
生

か
し
活
動
す
る
「
徳
島
市
消
防

団
Ｏ
Ｂ
会
」、高
齢
者
の
パ
ワ
ー

を
引
き
出
し
、
生
き
が
い
活
動

の
支
援
な
ど
を
行
う
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
く
し
ま
」
の
皆
さ
ん

１５
人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
の
立
場
か
ら
、
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
と
と
も
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、「
隣

近
所
の
人
た
ち
と
手
を
取
り
合

い
、
協
力
で
き
る
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
。
そ
う
し
た
関

係
は
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
お
互
い
の
知
識
や
技
術

を
教
え
あ
う
場
所
が
必
要
だ
と

思
う（
大
き
な
エ
プ
ロ
ン
）」「
高

齢
者
が
働
く
、
ふ
れ
あ
い
健
康

館
内
の
喫
茶
・
談
話
コ
ー
ナ
ー

『
と
く
し
ま
語
り
場
』
は
、
開

始
し
て
４
年
に
な
る
が
、
皆
さ

ん
楽
し
い
か
ら
と
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
場
所
を
増
や
し
て
い

け
ば
ど
う
か
（
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
く
し
ま
）」

「
個
人
で
も
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
空
き
地
に
花
畑
を

作
っ
て
も
ら
っ
て
は
。
そ
こ
を
、

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
に
す

れ
ば
防
災
に
も
つ
な
が
る
（
徳

島
市
消
防
団
Ｏ
Ｂ
会
）」な
ど
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
交
え
な
が

ら
、
ト
ー
ク
が
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
の
安
全
と
い

う
観
点
か
ら
、
徳
島
市
消
防
団

Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
は
、
培
っ
た

経
験
を
地
域
の
た
め
に
生
か
し
、

「
防
災
マ
ッ
プ
は
、
一
般
の
人

に
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
。

相
談
が
あ
れ
ば
、
避
難
場
所
な

ど
、
そ
の
人
の
家
を
基
点
に
し

て
説
明
し
た
い
」「
大
規
模
災
害

の
時
に
は
、
地
域
で
の
助
け
合

い
に
よ
る
防
災
活
動
を
、
率
先

し
て
行
い
た
い
」
な
ど
と
語
り

ま
し
た
。

日
常
生
活
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
高
齢
者
が
い
る
こ
と
も
事

実
で
、
「
地
域
で
助
け
合
っ
て

い
け
ば
、
高
齢
者
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
で
は
（
大
き
な
エ

プ
ロ
ン
）」と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

知
識
や
能
力
を
持
つ
高
齢
者

は
た
く
さ
ん
い
る
、
と
皆
さ
ん
。

そ
の
う
え
で
、
「
市
の
財
政

の
再
建
の
た
め
に
も
、
市
民
が

で
き
る
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
政
を
補
佐
す
る
。
花
づ
く

り
や
清
掃
活
動
な
ど
、
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
（
シ
ニ

ア
パ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
と

く
し
ま
）」「
何
か
を
し
た
い
高

齢
者
は
多
く
い
る
。
行
政
に
お

願
い
し
た
い
こ
と
は
、
声
か
け
。

あ
と
一
押
し
が
あ
れ
ば
、
活
動

が
広
が
る
と
思
う
（
大
き
な
エ

プ
ロ
ン
）」と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

市
長
も
、
「
高
齢
者
の
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、
そ
れ
が
地
域
の

活
力
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
し

く
み
づ
く
り
が
不
可
欠
。
こ
れ

か
ら
、
も
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
協
働
事
業
を
進
め
て
、
協

力
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
課
題

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
、
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

同
ト
ー
ク
は
、
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ

と
市
長
が
、
自
由
に
意
見
交
換

を
行
う
場
で
、
今
ま
で
行
わ
れ

た
６
回
の
ト
ー
ク
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
・
提
言
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
意
見
の
中
か
ら
、

市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま

す
。第

１
回
の
ト
ー
ク
「
防
災
」

の
中
で
課
題
と
さ
れ
た
「
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
」
で
は
、
こ
と
し

７
月
か
ら
９
月
ま
で
、
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

地
元
組
織
の
連
携
を
図
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
徳
島
市
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
）。

ま
た
、第
４
回
の
ト
ー
ク「
新

町
・
内
町
の
活
性
化
」
の
場
で

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
「
川
の

い
ち

駅
」
や
「
市
」
を
設
け
て
船
で

つ
な
ぐ
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
関
（
Ｔ

Ｍ
Ｏ
）
構
想
策
定
協
議
会
な
ど

で
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
い
た
だ
い
た
多

く
の
意
見
な
ど
は
、
市
政
の
参

考
と
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
ま
ち
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
市
長
と
一
緒
に
熱
々
ト
ー
ク
」
は
、

市
民
の
意
見
を
市
政
に
生
か
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
と
原
市
長
が
、
市
政
や
地
域
の
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に

自
由
に
話
し
合
う
も
の
で
、
昨
年
９
月
に
始
ま
り
、
今
回
で
第
６

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ト
ー
ク
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
今
ま
で
の
ト
ー
ク
を
振
り
返
り
ま
す
。

それぞれの熱い思いが語られました（１０月１４日）

意見交換は、これからの
参考と励みになりました
大きなエプロン 代表 手川ヒロコさん

わたしたちのグループは、配
食サービスの開始に向けて準備
中で、サービスの内容やこれか
らの活動形態など、みんなで話
し合っているところです。
このトークに参加したのは、

これで何かをするというのでな
くて、まずはグループの存在を知ってもらおうとい
う気持ちからでした。わたしたちの活動への思いを
お話することができました。
ほかの参加者の皆さんの考え方、行政の考え方な

どを知る機会になりましたし、情報や意見を交換を
することで、いろんな知恵がわいてきて、これから
活動していくためのパワーをいただきました。

次回参加グループを募集
テーマは「地域と子ども」

ゆとり教育、子どもの健全育成を支
えるために、地域は重要な存在となっ
ています。
次回のテーマは、「地域と子ども」。子

どもがいきいきと活動できる社会をつ
くるために、地域に何ができるのか、原
市長や他のグループの皆さんと一緒に考えてみませんか。
［開催日時］１２月下旬（参加団体と調整します）。時間は２
時間以内。
［開催場所］原則として、参加グループの活動拠点のうち
のひとつとします。
［参加対象］市政や地域発展に関心を持ち、徳島市を拠点
に活動しているグループや団体（ただし、営業、政治、宗
教などの活動を目的としたグループは除く）。１回の開催で
３グループ程度（人数は合計１５人程度）まで。申し込み多
数の場合は、選考します。
［会議方法］市長が市政について語る「市政ＮＯＷ」と「意
見交換」の２部構成を原則とし、会議の進行は、参加グル
ープで行っていただきます。
［公開など］意見交換の概要をホームページや広報紙など
で公開します。
［申し込み方法］電話、はがき、電子メールでグループ名
・活動内容と略歴・代表者名・連絡先を広報広聴課（〒７７０
－８５７１ 幸町２－５ �６２１－５０９１）へ。

月１日
発行：徳島市（毎月１日・１５日発行）

〒７７０‐８５７１
徳島市幸町２丁目５
�（０８８）６２１―５１１１（代表）

１１2005 平成１７年１０月１日現在
（前月比）

（－１９０）
（－１００）
（－９０）
（－３０）

人 口 ２６１，８５０人
男 １２４，７４３人
女 １３７，１０７人

世帯数 １０７，９１８世帯
面 積 １９１．３９�

市長と一緒に熱々トークのテーマ一覧

防災

まちづくりとスポーツ

子育てを楽しむ

新町・内町の活性化

つくる人食べる人みんな
で考える子どもと食

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回
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﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
広
報
広

聴
課
�
６
２
１
・
５
０
９
１

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日 １１：５０～正午放送

『こんにちは徳島市です』（ケーブルテレビ徳島）毎日４回週替わりで放送

●徳島市の広報番組

徳島市は、個人情報の取扱いについては、「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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正
し
い
１
１
９
番
の
か
け
方

携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
の
１
１
９
番
通
報

こ
ど
も
消
防
カ
ー
ニ
バ
ル

第７２２号 平成１７年１１月１日 （２）

１１１１
月月
９９
日日
はは
１１
１１
９９
番番
のの
日日

み
な
さ
ん
の
周
り
で
、
火
事

が
起
こ
っ
た
り
、
急
病
や
突
然

の
ケ
ガ
で
困
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
電
話
で
「
１
１
９
」
番
を

か
け
て
、
消
防
車
や
救
急
車
を

呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
徳
島

市
消
防
局
の
通
信
指
令
室
（
１

１
９
番
通
報
を
受
け
る
所
）
に

は
、
年
間
に
約
１
万
７
千
件
の

通
報
が
あ
り
ま
す
。
１
日
あ
た

り
に
す
る
と
４７
件
。
ま
た
、
管

轄
地
域
の
住
民
の
１５
人
に
１
人

が
通
報
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
い
つ
１
１
９

番
通
報
を
す
る
事
態
が
訪
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

通
報
す
る
と
き
に
は
、
落
ち

着
い
て
ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
く

だ
さ
い
。
ゆ
っ
く
り
通
報
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
出
動
が
遅
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
報
は
、
お
ち
つ
い
て
、
は

っ
き
り
と

�
何
が
起
こ
っ
た
か
（
火
事
か

救
急
か
そ
の
他
の
災
害
か
）

�
発
生
場
所
（
町
名
、
番
地
、

家
の
名
前
な
ど
）

�
近
く
の
目
印
と
な
る
建
物
や

橋
な
ど

�
災
害
の
状
況

・
火
事
の
場
合
は
、
何
が
燃
え

て
い
る
か
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が

い
る
か
な
ど

・
救
急
の
場
合
は
、
事
故
種
別

（
急
病
、
交
通
事
故
、
一
般
的

な
負
傷
な
ど
）
お
よ
び
傷
病
者

の
状
況
（
意
識
状
態
や
呼
吸
、

出
血
の
有
無
な
ど
）

�
通
報
し
て
い
る
あ
な
た
の
名

前
と
電
話
番
号

◆
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、

手
を
振
っ
て
消
防
車
、
救
急
車

に
合
図
し
誘
導
し
て
下
さ
い
。

市
外
局
番
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
直
接
「
１
１
９
」
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
携
帯
電
話
か

ら
１
１
９
番
通
報
し
て
も
管
轄

の
消
防
に
つ
な
が
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

電
話
転
送
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
市
町
村
名
か

ら
住
所
を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
一
度
住
所
を
話
し
て
、
電

話
転
送
後
に
も
う
一
度
住
所
を

話
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
は
地
元
の
消

防
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
火
事
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
１
１
９
番
で
な

く
、
�
（
６
２
５
）
９
１
１
９

に
か
け
て
下
さ
い
。

通
報
は
あ
わ
て
ず
ゆ
っ
く
り
正
確
に

ごご存存じじでですすかか？？

病病後後児児デデイイササーービビスス
病気の回復期にあり保育所で

の集団保育が困難なお子さんを、
保護者が勤務の都合、病気、事
故、出産などの理由で家庭で保
育できない場合は、「病後児デ
イサービス」をご利用ください。
［対象］市内在住で保
育所に入所している児
童
［保育時間］８：３０～
１８：００（土曜日は１７：
００まで）
［利用料金］１日２，０００
円（昼食・おやつ代は

含まない）。
※生活保護世帯・市民税の課税
されていない世帯は無料。所得
税の課税されていない世帯は
１，０００円。
問 保育課（�６２１－５１９３）

徳島市消防局の通信司令室

徳
島
市
消
防
局
で
は
１１
月
９

日
�
か
ら
１１
月
１５
日
�
ま
で
の

一
週
間
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
か
ら
生
命
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

期
間
中
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
の
家
庭
を
訪
問
し
、

防
火
診
断
を
実
施
す
る
な
ど
、

各
種
行
事
を
開
催
し
、
火
災
予

防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

防
火
思
想
の
普
及
啓
発
と
消

防
業
務
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
こ
ど
も
消
防
カ
ー
ニ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
１１
月
１３
日
	
午
後
１

時
〜
４
時
（
雨
天
中
止
）

﹇
場
所
﹈
と
く
し
ま
動
物
園

（
渋
野
町
）

﹇
内
容
﹈
消
火
、放
水
や
救
急
・

救
助
、起
震
車
に
よ
る
地
震
、屈

折
は
し
ご
車
搭
乗
な
ど
の
各
体

験
コ
ー
ナ
ー
や
消
防
車
、ア
ニ

メ
の
ち
ぢ
み
ク
ラ
フ
ト
や
消
防

車
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
製

作
す
る
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー
な
ど

ああ
なな
たた
でで
すす
火火
のの
ああ
るる
くく
らら
しし
のの
見見
はは
りり
役役

秋秋秋秋秋秋秋秋
季季季季季季季季
火火火火火火火火
災災災災災災災災
予予予予予予予予
防防防防防防防防
運運運運運運運運
動動動動動動動動
をををををををを
実実実実実実実実
施施施施施施施施

新
し
い
仲
間
と
し

て
、
キ
リ
ン
の
ウ
メ

ノ
が
鹿
児
島
市
の
平

川
動
物
公
園
か
ら
、

イ
ッ
ペ
イ
が
熊
本
市

の
動
植
物
園
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
や
っ
て
来
ま

す
。と

く
し
ま
動
物
園

で
は
、
キ
リ
ン
た
ち

の
来
園
を
歓
迎
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
キ
リ
ン
と
交
通

安
全
を
連
想
す
る
標
語
や
な
ぞ

か
け
を
募
集
し
ま
す
。

﹇
応
募
方
法
﹈
標
語
ま
た
は
な

ぞ
か
け
・
名
前
・
住
所
・
職
業

（
ま
た
は
学
校
名
、
学
年
）
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
と
く
し

ま
動
物
園
内
サ
バ
ン
ナ
ハ
ウ
ス

に
設
置
し
て
あ
る
応
募
箱
ま
た

は
、
は
が
き
で
と
く
し
ま
動
物

園
（
〒
７
７
１－

４
２
６
７

渋
野
町
入
道
２２－

１
）
へ
。

﹇
応
募
期
間
﹈１１
月
１３
日
	
必
着

﹇
賞
﹈金
賞
１
点
、
銀
賞
３
点
、

入
選
数
点
。

入
賞
者
に
は
、
キ
リ
ン
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
贈
呈
し
、
１１
月
２７

日
	
に
開
催
し
ま
す
キ
リ
ン
来

園
歓
迎
会
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
歓
迎
会
当
日

は
本
人
と
一
緒
に
こ
ら
れ
た
家

族
全
員
の
入
場
料
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

キキリリンンとと交交通通安安全全標標語語
ココンンククーールル１１１１月月３３日日はは自自由由とと平平和和をを愛愛しし、、

文文化化ををすすすすめめるる日日
１１月３日の文化の日は、「自由と平和を愛し、文化をすすめ
る日」です。昭和２１年のこの日に、戦争放棄、主権在民、基本
的人権の尊重を基本理念とした日本国憲法が公布されまし
た。文化の日は、これを記念し、平和への意思を基盤とする
文化を発展、拡大させようという趣旨で制定されました。
しかし、今でも世界各地では、民族や領土などの争いが絶

えません。戦争は残虐で、悲惨であり、虚しさしか私たちに
残しません。真の文化の発展は、自由と平和なくしてはあり
えません。
今私たちが住んでいる徳島市は、水と緑に恵まれた平和
で自由な美しい街です。この幸せを後世に引き継いでいく
ためにも、「平和である」「自由である」ということはどんな
に素晴らしいことかを、あらためてじっくりと考えてみた
いものです。
問 総務課（�６２１－５０１６）

ふれあい考古学教室
《参加者募集》

保健センター
ふれあい健康館内

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９１１月の無料相談

［と き］１１月２３日
�９：３０～１７：００
［ところ］徳島市
立考古資料館
（国府町西矢野）
および周辺遺跡
［対 象］小 学３年
生～中学３年生とその保護者
［内容］特別企画展・古墳の見学、
火おこし・勾玉づくりなど
［定員］２５組５０人（先着順）
［受講料］２人で２，０００円（材料費
含む）
［申し込み方法］所定の用紙に記
入し、受講料を添えて、直接徳島
市立考古資料館（国府町西矢野
�６３７－２５２６）へ。

女性センター
アミコビル４階 �６２４－２６１３

＊※は予約制で、２日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員は、ふれあい健康館１階相談室でも
実施。［とき］１６日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１３日	・２７日	１０：００～１２：００

※託児あり（１歳～就学前まで。要申し込み）

病後児デイサービス実施施設

電話番号

６２２‐００１２

６６５‐７７６８

６０２‐４８６０

定員

４人

２人

２人

住 所

昭和町８‐６６

川内町鶴島４‐１

寺島本町西２‐３５‐９

施 設 名

藤岡クリニック

川内わかば保育園

四国大学附属保育所

《女と男の生き方相談》
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
２日�・４日

９日�・１１日

１６日�・１８日


一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）
�６２４－２６１３

《専門員による相談》［対象］市内在住の人

１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

９・１６・３０日�
７日�
１・１５日�
１７日�

毎週月・金曜
毎週火曜
２４日�

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１５：３０
１３：００～１５：００

１３：００～１５：００

８・２２日�

９日�

９日�・
８・２２日�

１７日�

一般健康相談・禁煙支援相談

認知症予防相談
こころの健康相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

《ウオーキング相談》�６５６－０５３１
［対象］市内在住で医師から運動制限の指
示を受けていない４０歳以上の人【要予約】

１日・１５日�
１３：３０～１４：００・１４：００～１４：３０・１４：３０～１５：００

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈消
防
局
通
信
指

令
室
�（
６
５
６
）１
１
９
０

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈と
く
し
ま
動

物
園
�（
６
３
６
）３
２
１
５

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈消
防
局
予

防
課
�（
６
５
６
）１
１
９
３

各課の電話番号案内および夜間・休日にご用のある方は代表番号の（�６２１－５１１１）へ。



対 象

２０歳～５０歳代の人

６０歳以上の人

６０歳以上の人

２０歳～５０歳代の人

時 間

１０：００～１１：３０

１３：３０～１５：００

１０：００～１１：３０

１３：３０～１５：００

月 日

１２月１６日�

１２月１９日�

内 容

講演「糖尿病になりやすい生活習慣とは！」
～徳島になぜ多いのか～
徳島大学名誉教授 島健二さん

講演「健康は笑いから！」
～免疫機能を高める笑いの効用～

日本笑い学会副会長・医師 昇幹夫さん

両日とも受け付けは１３：００～。

日 時

１１月２５日�
１３：３０～１５：００

１２月９日�
１３：３０～１５：３０

（３） 平成１７年１１月１日 第７２２号

INFORMATION

募 集

骨粗しょう症予防教室
「コツコツつくる骨美人」
下表のとおり、ふれあい健康館（沖浜東
２）３階保健センター会議室で。骨粗しょ
う症を理解するコツ、食事で上手に骨を蓄
えるコツ、骨を強くする運動のコツなど。
運動できる服装・靴で。対象は市内在住の
人。定員各３０人（先着順）。参加は無料。

申 保健センター（�６５６－０５３０）へ。

健康ゼミナール
下表のとおり、ふれあい健康館（沖浜東
２）１階多目的ホールで。対象は４０歳以上
の人。定員は各教室とも２００人（先着順）。
参加は無料。手話通訳あり。

申 電話またはファクスで、保健センター
（�６５６－０５３１ �６５６－０５１４）へ。

講座「刑を終えて出所した人の人権」
１１月２２日�９：３０～１２：００。市内の更生
保護施設で（市役所集合後、貸し切りバス
で移動）。更生保護の制度と刑を終えて出所
した人の人権について保護司から受講。定
員２０人（抽選）。参加は無料。
申 はがきに講座名・住所・名前・年齢・
電話番号を記入し、１１月１０日�（当日消印
有効）までに、社会教育課（〒７７０－８５７１
幸町２－５ �６２１－５４１７）へ。

市民病院臨時看護師
市民病院に、平成１８年４月１日から勤務
する臨時看護師を募集。採用人数は５人。
応募資格は、看護師資格を持つ４５歳以下の
人。３交替制。駐車場あり。
申 電話で、市民病院管理課（�６２２－５１２１
内線３４０）へ。

中小企業の商品企画等夜間相談
１１月１８日�１８：００～２１：００。市立木工会
館（福島１）１階交流室で。内容は、商品
企画、デザイン、市場開拓および販売促進
などの相談。時間は１時間以内。対象は、
市内に主たる営業所を有する中小企業事業

者。相談は無料。要予約（１１月１５日�まで）。
申 �アワード（�６２５－３８４０）へ。
問 商工労政課（�６２１－５２２５）

応急手当の実技講習会
１１月２０日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や心臓マッサージ、
止血法など。受講は無料。
申 東消防署（�６５６―１１９５）、西消防署（�
６３１―０１１９）へ。

くらしの講座
１１月２１日�１３：３０～１５：３０。シビックセ
ンター５階第１活動室で。テーマは「石油
と私たちの暮らし」。講師は早稲田大学アジ
ア太平洋研究センター特別研究員・渋谷祐
さん。定員は４０人（先着順）。受講は無料。
申 電話で、徳島市消費生活センター（�
６２５－２３２６）へ（１０：００～１８：００。火曜日
・祝日は休み）。

赤ちゃん誕生記念品の制作
１１月１３日�と２７日�９：００～１２：００。徳
島ガラススタジオ（勝占町中須）で。ガラ
スで赤ちゃんの足型・手型を制作。足型は
３カ月児、手型は１歳児ぐらいから。定員
は１０人（先着順）。１個４，０００～５，０００円。
申 徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

不動陶芸クラブ一日体験
１１月１９日	１０：００～１２：００。不動コミセ
ン内工房で。志野土を使用して湯のみを制
作。成形から削りまで全工程を体験。定員１０
人（先着順）。材料費１，０００円（一人２点まで）。
申 電話で不動コミセン事務局（�６３１－
９６４９）へ。

催 し

きっかけ体操教室
１１月１４日�１０：００～１１：００。ふれあい健
康館（沖浜東２）１階きっかけ空間で。内
容はビデオを見ながら体操。対象は４０歳以
上で医師から運動制限を受けていない市民。
参加は無料。参加希望者は、直接会場へ。
問 保健センター（�６５６－０５３１）

１１月の市立図書館〈おはなし室プログラム〉
▽５日	お話と絵本▽１２日	腹話術▽１９
日	お話と手遊び▽２６日	おんぶとだっこ
のふれあいあそび、各１０：３０～１１：００。▽
２７日�エンジョイイングリッシュ、１０：３０
～１１：３０。参加は無料。
問 市立図書館（�６５４－４４２１）

人権教育・啓発研究集会
１１月１２日	１３：００～１６：００。沖洲コミセ
ン、加茂コミセン、勝占東部コミセン、川
内公民館、渋野公民館で。さまざまな人権問

題について「今、私にできること」を考える。
問 人権推進課（�６２１－５１６７）

大青空市まつり
１１月１２日	７：００～１４：００。藍場浜公園
で。徳島市青空市の会開設３５周年記念大青
空市まつりを開催。新鮮な野菜、果物、鮮
魚、生花などを販売。雨天決行。
なお、先着３，０００人にお買い物券を進呈。

問 徳島市青空市の会（�６５５－８６３７）、市
民生活課（�６２１－５１３０）

市民憲章全国大会
１１月１９日	１４：００～１７：００（受け付けは
１３：００～）。文化センター（徳島町城内１）
で。内容は、川内北小学生などによる人形
浄瑠璃、徳島少年少女合唱団による合唱、
事例発表、記念講演。参加料１，０００円。
問 社会教育課内実行委員会（�６２１－５４１７）

お 知 ら せ

国民健康保険料の納付は
便利な口座振替で
１１月は国民健康保険料の口座振替の加入
促進キャンペーンを実施。
申 預金通帳とその印鑑、納入通知書を持
参し、通知書記載の金融機関（郵便局を除
く）で手続きを。
問 保険年金課（�６２１－５３８４）

麻しんおよび風しんの
予防接種が変わります
予防接種法施行令等の一部改正により、
平成１８年４月１日から、麻しんおよび風し
んの単独ワクチンによる生後９０ヵ月未満の
予防接種は廃止され、麻しん風しん混合ワ
クチンによる予防接種となり、対象年齢も
生後２４ヵ月未満に変更。
通知をお持ちで、まだ麻しんおよび風し
んの予防接種を受けていない人は、平成１８
年３月３１日までに委託医療機関で接種を。
問 保健センター（�６５６－０５３２）

母子訪問
妊娠中の不安や、赤ちゃんが生まれてか
ら母乳の飲みや体重の増えが悪いなど、妊
娠・出産・育児についての疑問や悩みに、
保健師または助産師が家庭に訪問し対応。
申 電話か、母子健康手帳別冊に添付して
あるはがきで、保健センター（�６５６－０５３２）へ。

農地の貸し借りの申し出を受け付け
農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は農業振興地域内の農用地で、借り手は
経営規模拡大志向農家。特徴は▽農地法の
許可は不要で小作地所有の制限は受けない
▽契約期間が過ぎれば離作料を支払うこと
なく、確実に返してもらえる－など。
申 貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、１１月１０日�ま
でに、農業委員会事務局（市役所３階 �

６２１－５３９３）へ。

貯水槽水道は適正管理を
ビルやマンションなどは、水を一時貯水
槽にため、ポンプで高置水槽にくみ上げて
各戸に給水しており、これらの水道施設を
貯水槽水道といいます。貯水槽水道の管理
責任は所有者にあるので、安心して水を使
用するため、所有者は、貯水槽と高置水槽
の点検清掃や水質検査を定期的に実施する
とともに、事故発生（水質異常・断水など）
を想定した対応策の検討を。
また、貯水槽水道を使用している人は、水
に異変を感じたら、早めに所有者へ連絡を。
問 水道局工務課（�６２３－１１８７）

売買参加者の新規承認申請
を受け付け
徳島市中央卸売市場の売買参加者として
新規承認を希望する人は、１１月１０日�まで
に手続を。一定の資格要件あり。
問 徳島市中央卸売市場（�６２８－２７６１）

ミツバチへの危害防止対策
今年８月に岩手県でミツバチの大量事故
死が発生。養蜂（ようほう）が行われてい
る地域では、養蜂関係者、農薬使用者、農
業団体は情報交換などの連携を。農薬の使
用時には養蜂関係者に対して事前に情報提
供を行うなど十分な危害防止対策を。
問 農林水産課（�６２１－５２５２）

電気設備定期点検に伴う
各種サービスの休止
１１月３日
６：００～２０：００。市役所本庁
舎の電気設備定期点検を実施。点検中は、
ホームページによる情報の提供、電子メー
ルによる問い合わせなどの受け付けは休止。
問 広報広聴課（�６２１－５０９１）
住民票の写し・印鑑登録証明書・外国人
登録証明書の自動交付機は終日休止。
問 住民課（�６２１－５１４０）

消費税の申告・納税について
平成１５年分の課税売上高が１千万円を超
えている個人事業者は、平成１７年分に消費
税の課税事業者となるため、申告・納税が
必要。消費税納付税額の計算方法は、「一
般課税」と「簡易課税」があり、新たな課
税事業者の方が「簡易課税」を選択する場
合は平成１７年１２月３１日までに「簡易課税制
度選択届出書」の提出が必要。
なお、消費税の納税には「安全・確実・
便利」な「振替納税」のご利用を。
問 徳島税務署（�６２２－４１３１）、高松国税
局税務相談室徳島分室（�６２５－１９３３）

燃やせるごみ・資源ごみの収集
１１月３日�の該当地区は、ごみを収集
します。
問 生活環境課（�６２１－５２１７）

１１１１月月はは固固定定資資産産税税
第４期分の納期月です納期限は１１月３０日�

中小企業の
皆さんを応
援します

第第第１１１５５５回回回徳徳徳島島島市市市コココミミミュュュニニニテテティィィまままつつつりりり
徳島市勤労者福祉サービスセンター徳島市コミュニティ連絡協議会では、多くの住民が集い憩えるふれあいの場を

つくり、コミュニティ活動をより活発にしていくことを目的に第１５回徳島市コミ
ュニティまつりを開催します。 《サービス内容》

▽結婚や出産などの祝金や万一の場合
の弔慰金や見舞金の給付
▽健康診断や生活習慣病検診、人間ド
ックの受診費用助成
▽眼鏡・コンタクトレンズの購入費を
補助
▽宿泊施設利用や各種チケット購入費
の助成
▽各種ツアーや多彩なイベントを開催
▽全国の契約店での割引サービス
▽会報での情報提供
－など、多彩な生活シーンをサポート
します。

勤労者福祉サービスセンターは、大
企業と中小企業間の福利厚生の格差を
是正するために、国と市町村が協力（助
成）して設立する組織です。
センターは会員制ですが、管理運営

費や事務費などは公的な助成金で賄い、
会員の皆さんからの会費は、会員や事
業所の福利厚生に有効に使われます。
《加入資格》
徳島市内の中小企業で働く人（事業

主を含む）と、徳島市在住で、市外の
事業所にお勤めの人が加入できます。
原則として、事業所単位での加入と

なりますが、市外の事業所にお勤めの
人は、個人単位で加入することができ
ます。

寺 四
所
神
社

コ
ン
ビ
ニ

ス
ー
パ
ー

銀
行

Ｇ
Ｓ寺寺

至 沖洲

▲

県 道▲至 徳島駅

福島交番○×

福
島

小
学
校幼

稚
園

渭東コミュニティセンター

［とき］１１月１３日� ９：４５～１６：００
［ところ］渭東コミュニティセンター（福島２丁目４－２４）※臨時駐車場あります。
［内容］◆開会式＝９：４５～１０：１５◆健康ウオーク（史跡巡り）＝１０：１５～１２：００◆演芸
大会＝１０：１５～１４：３０◆即売会＝１０：１５～１５：００◆抽選会＝１５：００～１６：００
［問い合わせ先］市民協働課（�６２１－５５１０）、渭東コミュニティ協議会（�６５２－２５４６）

［問い合わせ先］徳島市勤労者福祉サー
ビスセンター（�６１１－３３２２）、商工労
政課（�６２１－５２２５）

凡例： は申し込み先 は問い合わせ先 徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。問申
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第７２２号 平成１７年１１月１日 （４）

見
る
、参
加
す
る
、知
識
を
得

る
―

。ふ
れ
あ
い
健
康
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

※
で
き
る
だ
け
バ
ス
な
ど
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

１
階
で
は

﹇
き
っ
か
け
空
間
﹈●
ま
つ
り
太

鼓（
１０
時
〜
）●
ふ
れ
あ
い
さ
わ

や
か
体
操（
１０
時
３０
分
〜
）●
手

話
コ
ー
ラ
ス（
１１
時
〜
）●
ア
ー

ト
バ
ル
ー
ン
体
験（
１２
時
〜
／

１５
時
３０
分
〜
）●
お
手
玉
演
舞

（
１３
時
〜
）●
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン

ス
を
踊
ろ
う（
１４
時
〜
）

﹇
ホ
ー
ル
﹈●
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被

害
防
止
劇
「
だ
ま
さ
れ
て
た
ま

る
か
」（
１０
時
３０
分
〜
）●
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー（
１２
時
３０
分
〜
）●

人
形
浄
瑠
璃（
１４
時
〜
）

﹇
情
報
コ
ー
ナ
ー
﹈●
パ
ソ
コ
ン

Ｑ
＆
Ａ（
９
時
３０
分
〜
／
１３
時

３０
分
〜
）

﹇
福
祉
コ
ー
ナ
ー
﹈●
介
護
技
術

講
座「
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

と
転
倒
予
防
・
住
ま
い
の
工
夫
」

（
１０
時
３０
分
〜
）

﹇
福
祉
コ
ー
ナ
ー
相
談
室
１
﹈●

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
子
ど
も

と
女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

（
１０
時
〜
）

﹇
屋
内
運
動
室
﹈●
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ（
１０

時
〜
）高
校
生
以
上
対
象
、定
員

１０
人
※
要
申
し
込
み（
１１
月
７

日
�
ま
で
に
は
が
き
で
生
涯
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
）。

注
・
参
加
に
は
ジ
ム
券
が
必
要
。

な
お
、当
日
の
フ
リ
ー
利
用
は

１１
時
か
ら
。

﹇
親
子
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
﹈●
絵

本
の
読
み
聞
か
せ（
１０
時
３０
分

〜
／
１４
時
３０
分
〜
）

﹇
駐
輪
場
﹈●
た
こ
焼
き
体
験
コ

ー
ナ
ー（
１１
時
〜
）体
験
料
１
０

０
円２

階
で
は

﹇
第
①
会
議
室
﹈●
花
の
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト（
１０
時
３０
分
〜
／
１３

時
３０
分
〜
）材
料
費
３
０
０
円

﹇
第
②
会
議
室
﹈●
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー（
１０
時
〜
／
１３
時
〜
）

﹇
第
③
会
議
室
﹈●
折
り
紙
を
楽

し
も
う（
１３
時
〜
）

﹇
第
④
会
議
室
﹈●
自
力
整
体
体

験（
１０
時
３０
分
〜
／
１４
時
３０
分

〜
）

﹇
元
気
回
復
室
﹈●
練
功
十
八
法

体
験（
１３
時
３０
分
〜
）

﹇
和
室
﹈●
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

お
茶
席（
１０
時
〜
）参
加
費
１
０

０
円
●
民
謡
を
楽
し
も
う（
１４

時
３０
分
〜
）

﹇
学
遊
塾
ロ
ビ
ー
﹈●
押
し
花
の

し
お
り
づ
く
り（
１０
時
〜
）参
加

費
１
０
０
円
●
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

を
楽
し
も
う（
１１
時
〜
）●
お
は

ぎ
づ
く
り
体
験（
１３
時
〜
）体
験

料
１
０
０
円

﹇
視
聴
覚
室
﹈●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

体
験（
９
時
３０
分
〜
／
１３
時
３０

分
〜
）定
員
各
１１
人（
先
着
順
）

※
要
申
し
込
み（
電
話
で
ふ
れ

あ
い
健
康
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係

�
６
５
７
‐
０
１
９
０
ま
で
）

﹇
創
作
活
動
室
﹈●
金
長
狸
の
阿

波
お
ど
り
人
形
制
作（
１３
時
〜

／
１４
時
３０
分
〜
）先
着
各
１５
人
。

材
料
費
２
０
０
円

﹇
プ
ー
ル
と
健
康
保
養
浴
場
﹈以

下
は
全
て
※
要
申
し
込
み（
１１

月
７
日
�
ま
で
に
希
望
コ
ー
ス

を
明
記
し
、は
が
き
で
生
涯
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
）●
水
中
ウ
オ

ー
キ
ン
グ（
１０
時
３０
分
〜
）高
校

生
以
上
対
象
。定
員
２０
人
●
は

じ
め
て
水
泳（
１２
時
〜
）高
校
生

以
上
対
象
。定
員
１５
人
●
ア
ク

ア
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ（
１３
時
３０
分

〜
）高
校
生
以
上
対
象
。定
員
２０

人
●
ア
ク
ア
ビ
ク
ス（
１５
時
〜
）

高
校
生
以
上
対
象
。定
員
２０
人
。

注
・
参
加
に
は
プ
ー
ル
券
が

必
要
。な
お
、当
日
の
フ
リ
ー
利

用
は
浴
場
の
み
。

阿
波
風
月
庵
？
「
関
西
だ

と
菓
子
屋
、
関
東
で
は
そ
ば

屋
だ
と
思
わ
れ
る
ん
で
す
」。

同
庵
の
理
事
長
で
、
通
称
〃

か
ぜ
さ
ん
〃
こ

と
林
三
知
男
さ

ん
が
苦
笑
し
ま

し
た
。

し
か
し
こ
の

庵
、
現
在
社
会

的
な
問
題
に
も

な
っ
て
い
る
引
き
こ
も
り
や

不
登
校
、
ニ
ー
ト
（
※
）
な

ど
の
人
と
そ
の
家
族
な
ど
に

対
す
る
支
援
活
動
を
行
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
。

今
年
９
月
に
、
２０
年
来
、
教
育

現
場
で
不
登
校
児
と
向
き
合
っ

て
き
た
同
副
理
事
長
・
佐
藤
清

幸
さ
ん
た
ち
と
と
も
に
設
立
し
、

同
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
で
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
「
引
き

こ
も
り
の
原
因
は
心
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
。
実
は

ボ
ク
も
そ
の
時
期
が
あ
っ
て
」

と
い
う
５０
代
の
林
さ
ん
。
引
き

こ
も
り
ゆ
え
に
約
３０
種
の
職
業

を
経
験
し
、
４０
代
で
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
学
習
を
始
め
、
子
育

て
を
終
え
た
年
に
退
職
。
全
国

約
７０
カ
所
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
を
巡
り
、
平
成
１３
年
、
川

内
町
に
開
講
し
た
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
を
法
人
化
し
た
も
の
で
、

今
月
か
ら
子
ど
も
を
支
え
る
親

や
教
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
な
ど
を
対
象
と
し
た
支
援

者
養
成
講
座
も
開
講
し
ま
し
た
。

「
本
人
が
動
き
始
め
る
の
は

大
変
な
こ
と
。
た
だ
、
家
族
が

変
わ
る
と
不
思
議
に
、
本
人
も

変
化
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
家
族

に
対
応
で
き
る
よ
う
多
様
な
支

援
体
制
が
整
え
ら
れ
た
ら
」
と

佐
藤
さ
ん
。
「
本
人
が
自
分
の

〃
し
ん
ど
い
〃
心
を
感
じ
、（
周

り
の
人
に
）
ノ
ー
や
、
助
け
て
、

と
言
え
る
人
間
関
係
や
環
境
を

自
分
が
作
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

引
き
こ
も
り
卒
業
」
と
林
さ
ん
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
今
後
、
引

き
こ
も
り
な
ど
で
悩
む
本
人
や

家
族
の
た
め
、
心
の
表
現

や
癒
し
、
様
々
な
対
人
関

係
の
訓
練
な

ど
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
技
術
の
向
上
を

計
る
な
ど
、
社
会
参
加
に

向
け
て
の
相
談
や
訪
問
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
気

長
に
進
め
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
は
ど

の
家
に
も
共
通
の
家
庭
の

課
題
で
あ
り
社
会
の
課

題
」
と
し
て
応
え
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
す
。
※
ニ

ー
ト＝

無
職
で
学
校
機
関
に

も
所
属
し
て
い
ず
、
就
労
へ

の
動
き
も
し
て
い
な
い
若
者

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
阿
波
風

月
庵
�（
６
６
６
）０
１
７
８

２２
００
００
５５

ふふふふふふふふ
れれれれれれれれ
ああああああああ
いいいいいいいい
健健健健健健健健
康康康康康康康康
館館館館館館館館
まままままままま
つつつつつつつつ
りりりりりりりり

ＮＰＯ法人
フリースクール
阿波風月庵

とと
くく
しし
まま

心
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
学
ぶ

１１１１
月月
１１３３
日日
��８３

健康づくりコーナー
～健康づくりの輪をひろげよう～
［とき］１１月１３日�１０：００～１５：００
［ところ］ふれあい健康館
［内容など］●目で見る健康づく
り＝パネル展示。正面玄関●体
験して健康づくり（１０：００～／１３：
００～）＝▽超音波骨密度測定。先
着各８０人。高齢者対応住宅展示
コーナー▽体力測定。駐輪場▽
味覚チェック、血圧・体脂肪測定。
正面玄関●母子コーナー＝▽お
やつを考えよう（１０：００～）▽身
長・体重測定と乳幼児育児相談
（受け付け１０：００～１１：００／１３：００
～１４：００）。いずれも母子保健ル
ーム
［問い合わせ先］保健センター
（�６５６－０５３１）

と
く
し
ま
植
物
園
で
は
次
の

と
お
り
、屋
外
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。あ
な
た

も
庭
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

﹇
と
き
﹈１１
月
２０
日
�

１０
時
〜

１２
時
３０
分

﹇
と
こ
ろ
﹈と
く
し
ま
植
物
園

﹇
内
容
﹈プ
チ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
体

験

﹇
講
師
﹈生
田
誠
治
さ
ん
、緑
の

相
談
員

﹇
定
員
﹈６
組（
た
だ
し
、１
組
４

人
以
内
。応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

﹇
参
加
費
﹈無
料

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈往
復
は
が
き

に
講
座
名
、代
表
者
の
住
所
・
名

前
・
年
齢
・
電
話
番
号
、参
加
者

全
員
の
住
所
・
名
前
・
年
齢
、返

信
先
あ
て
名
を
記
入
の
う
え
、

１１
月
１４
日
�（
必
着
）ま
で
に
、

と
く
し
ま
植
物
園
緑
の
相
談
所

（
〒
７
７
１
‐
４
２
６
７

渋
野

町
入
道
４５
‐
１
）へ
。

とくしま
植 物 園

屋屋
外外
ガガ
ーー
デデ
ニニ
ンン
ググ
教教
室室

参参
加加
者者
ググ
ルル
ーー
ププ
募募
集集

▲明石市で開催された関西圏のフリースクー
ル関係者たちとの交流会で意見交換

庭庭づづくくりりのの基基礎礎をを学学ぶぶ昨昨年年のの参参加加者者

深深深深深深ままままままるるるるるる秋秋秋秋秋秋のののののの徳徳徳徳徳徳島島島島島島城城城城城城博博博博博博物物物物物物館館館館館館・・・・・・催催催催催催しししししし・・・・・・いいいいいいろろろろろろいいいいいいろろろろろろ 菊菊菊菊菊菊花花花花花花展展展展展展をををををを開開開開開開催催催催催催中中中中中中◆砲術演武
江戸時代の装いの大阪城鉄砲隊が
行う火縄銃の試射と、鉄砲談義。◆時代衣装絵巻 旧徳島城表御殿庭園（徳島中央公園内）で、

立菊・だるま・福助など愛好家が作り上げた約
２９０鉢の菊を展示しています。
［とき］１１月１３日�まで。９：３０～１７：００（入園
は１６：３０まで）
［入園料］大人５０円、子ども３０円
※１１月６日�１０時から、先着１００人に小菊鉢を

無料配布します。

◆抹茶と姥が餅で楽しむ展示解説会

▼

昨
年
の
砲
術
演
武

の
様
子

公募で選ばれた市民の時代衣装行
列、時代衣装のファションショー、投
票による「ベスト時代衣装」選出など
を行います。
［とき］１１月６日�１３：００～
［ところ］鷲の門前・徳島城博物館・旧
徳島城表御殿庭園

徳島藩主が好んだお茶と菓子を味
わい、秋の特別展を視覚と味覚で楽し
む展示解説会です。

▼

秋
の
特
別
展
よ
り「
み
と
も
の
つ
ら
絵
巻
」

［とき］１１月１２日�１０：３０～／１３：３０～
［ところ］旧徳島城表御殿庭園・当館
講座室

◆藤井悦子の「平家物語―小宰相身投―」
琵琶の音とともに語る平家物語。

［とき］１１月１３日�１３：３０～１５：００
［ところ］当館和室
※以上いずれも参加費は無料ですが、
館内行事参加は入館料が必要です。

［とき］１０月２９日�、１１月１３日�、同２３
日� いずれも１４：３０～１６：００
（展示解説は１５：００～）
［ところ］当館ラウンジ・同展示室
［参加費］８００円（入館料込み）

▲時代衣装を装った市民の皆さん＝昨年

［問い合わせ先］公園緑地課（�６２１－５２９５）［［問問いい合合わわせせ先先］］徳島城博物館（�６５６－２５２５）

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
﹈
生
涯
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
７
７
０
‐
８
０
５
３

沖

浜
東
２
‐
１６

�（
６
５
７
）

０
１
９
０

き

き

い

い

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
公
園
緑

地
課
�（
６
２
１
）５
２
９
５
、

と
く
し
ま
植
物
園
�（
６
３

６
）３
１
３
１
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